













（4）1 とそれに続く諸論考 2、そしてとくに前稿「フーゴ ・ーユンカースとド
イツ民主党」3 において、ハインケルやドルニエ、ロールバッハなど他の航
1　（1）永岑［2014a］『横浜市立大学論叢』第 65 巻、社会科学系列、第 1・2・3 合併号、
（2）永岑［2014b］同第 66 巻、人文科学系列、第 1 号、（3）永岑［2015］同第 66 巻、





























1896 年 12 月 3 日生まれ）なる人物が浮かび上がってくる。しかも、ルッ






4　Drohbrief an Junkers vom 23. September 1930, in: Nachlass Dr. Günter 
Schmitt, Archiv Bernd Junkers (ABJ 156/a); Günter Schmitt［1991］, Hugo 
Junkers. Ein Leben für die Technik, Planegg, S.313. 永岑［2015］、21 ページ。
5　1918 年から 45 年のドイツ航空機産業史についての研究史上の代表的著作。























































8　Zusammenstellung über die Gedankengänge der Industrie aus ihren 





























9　Entwurf zum Schreiben an Herrn Reichspräsidenten Schacht vom 21. 3. 29, 
DMA, JA, Juluft 0301 T23 M35. 
10　Aktennotiz vom 12. Juni 1929. Betr.: Brief an Schacht, ebd. 矢後和彦［2010］
『国際決済銀行の 20 世紀』蒼天社出版。
11　Entwurf zu einer Beilage für das Schreiben an Reichspräsidenten Schacht 
vom 18. 6. 1929, ebd.
12　Entwurf des Schreibens an Schacht vom 21. Juni 29, ebd. 民間企業の私的
イニシアティブによる「研究開発のパイオニア」としてのフーゴーは、評価が




それらを踏まえたデートマン執筆の最終案は 6 月 20 日 14、そして、フーゴー
名用箋での最終案が 6 月 24 日であった。さらに若干の手を加えて、実際

















Festschrift der Hugo Junkers-Gesellschaft zur Enthüllung der Junkers-Büste 
im Ehrensaal des Deutschen Museums München am 6. Mai 1968.　　　
13　例えば, Entwurf von Dr. Böhm zum Schreiben an Schacht, 21. 3. 29; Entwurf 
von Dr. Grünwald für Eingabe Schacht am 20. 6. 29, ebd. 
14　Entwurf Dr. Dethmann für Brief an Schacht vom 20. Juni 1929, ebd.
15　Schreiben Hugos an Schacht vom 24. Juni 1929, ebd. A4 で 6 ページの書簡
草案。Schreiben Hugos an Schacht vom 26. Juni 1929, DMA, JA, Juluft 0301 
T23 M36. ここでは 5 ページに圧縮されている。












これに対し、シャハトは 1929 年 7 月 19 日付の書簡で、フーゴーの意見











19　Schreiben Schachts an Hugo vom 19. Juli 1929, DMA, JA, Juluft 0301 T23 
M36. この議事録には「極秘、ほかに見せないこと」と手書きの注意がある。永
岑［2015］、22 ページ。
20　その記録 Protokoll. Besprechung beim Reichsbankprädidenten, Berlin; am 
26. November 1929, DMA, JA, Juluft 0301 T24, M36. 会談のために「ユンカー
ス社全体の金融的経済的現状の概観」が作成されていた。Kurzer Abriss über 
den finanziellen und wirtschaftlichen Stand der Junkers-Werke, 24. Nov. 1929, 


























22　Schreiben Hugos an Schacht vom 7. Dezember 1928, ebd. 
23　Aktennotiz vom 5. April 1930. Betr.: Ausführungen von Prof. Junkers zu 
der Frage der Verwendungsmöglichkeiten des Flugzeuges in der Welt, DMA, 



























25　Siegfried, Detlef［2001］Der Fliegerblick. Intellektuelle, Radikalismus und 
Flugzeugproduktion bei Junkers 1914 bis 1934, Bonn. Byers, Richard［2016］




ともあれ、シャハトがライヒスバンク総裁を辞任した後の 1930 年 5 月、
世論のなかでユンカース社を支援する重要人物の委員会を創出しようとす



















ているが、さらに航空機ディーゼルエンジンと大型航空機 G 38 の製造権
26　山田徹雄［2015］「オーバーアマガウと観光」『跡見学園女子大学マネジメン
ト学部紀要』第 19 号参照。
27　Aktennotiz am 19. 5. 30. Betr.: Reichsbankpräsident a. D. Schacht, DMA, 
JA, Juluft 0301 T25 M06. 文責デートマン署名。





























30　Ebd., S.2-3. そして、1930 年 12 月 7 日に、フーゴーとシャハトの会談が
ミュンヘンでもたれた。デートマンが書いたその記録 Aktennotiz vom 23. 
Dezember 1930. Betr.: Besprechung von Prof. Junkers mit Dr. Schacht in 


























31　Entwurf einer Ausarbeitung für Dr. Schacht, 3. Dezember 1930, DMA, JA, 






社（Ostdeutsche Landwerkstätten GmbH, OLA）を設立し、同時にユン
カース、アルバトロス、北ドイツロイドと OLA で創設したロイド東方航
空（Lloyd Ostflug GmbH）の支配人となった。その後、21 年からはフー
ゴーと一緒に民間の国内国際航空網の構築に携わり、ユンカース社航空業
部門の中心人物となった。その航空業部門が独立して創設されたユンカー
ス航空株式会社（Junkers Luftverkehr A.G.）の担い手として、26 年 1 月
にユンカース航空株式会社がルフトハンザに吸収されるまで、そのトップ
を務めた。政治的には、20 年に「労働平和への道」（Auf dem Wege zum 
Arbeitsfrieden）という論文を書き、純資本主義的経済様式と正統マルク
ス主義のあいだを橋渡ししようとした。政治党派としては最初、ベルリン































































一方で、まず副次的経営や交通関係の会社――JFA が 32 年にもまだ経営
していた――を売却するか操業停止にするかを提言した。航空写真部は売
却された。スチール家具の工場――これはユンカースとバウハウスの結び
つきの名残であったが――は、スウェーデンの子会社 AFi（A. B. Flygin-
dustri）やペルシャ・ユンカース航空（Junkers-Luftverkehr in Persien）
――この会社だけで 30 年・31 年に 50 万マルクの損失を出していた――
と同様に操業停止にした。他方でデートマンは職員解雇も進めた。職員数
は 31 年から 32 年に製造工程で 148 人から 71 人に、設計部署で 131 人か
ら 84 人に減少した。最も深刻だったのは JFA 営業部で、31 年に国内外
に 52 人の販売代理人を持っていたが、32 年にはわずかに 12 人に激減し









的帰結として 98（30 － 31 年平均）から 86（31 － 32 年平均）プフェーニ
ヒに、さらに 32 年夏には 82 プフェーニヒに引き下げられたからである。
しかも、工場の雇用者数は 32 年にごくわずかだが増やされた。しかし同
時に、雇用構造の明確な転換があった。30 － 31 年に補助・輸送労働、職
長・監督労働に従事する労働者、並びに工具・設備製造で働く労働者が、
「生産的」労働者の 75％を占めていたが、31 － 32 年にその割合は 44％に
減った。労働者総数はその間に約 100 人（すなわち 10％）減っただけだっ
たのである 40。
この雇用構造の転換はブトラスによれば、「生産性上昇」に起因し
た。その意味はこうである。JFA は 1930 年に全部で 8 つの機種を製造
していたが、32 年半ばまでに 3 機種に減らした。すなわち、旅客貨物
機 W33/34、Ju52、それに K47 に制限した。2 つの主要機種、とりわけ
W33/34 は、材料の流れの組織改善と既存キャパシティの有効活用の引き
上げによって効率化された。新しい生産手段はほとんど製造されなかった
が、それでも W33/34 の場合１機の生産期間は、30 年には 1 年ほどだっ
たが、この間に 3、4 か月に短縮された。それは、JFA の納入期限をはっ
きりと引き下げ、80 機分の完成品・代替品の在庫をなくすことができ、
当然ながら価格を大幅に引き下げることができた。30 年に F13 の場合１
機が 6 万マルクだったが、2 年後には 1 万 6 千マルクにできた。「みんな
のための航空機」、「ユンカース・ジュニア」の価格は、32 年に約 6 千マ
ルクになった。それは、中級クラス上位の自動車の価格よりも低くなった。
すなわち、メルセデス‐ベンツ 260 は同じころ 7 千 755 マルクだった 41。








ることも、31 － 32 会計年度を約 50 万マルクの赤字で締めざるを得ない
ということも阻止できなかった。しかし、30 － 31 会計年度の赤字が 210




hand GmbH）は当初復旧に必要な資金として 400 万マルクとみていたが
32 年 11 月までに、その額を 200 万マルクに引き下げた。こうした迅速な
回復のため、ユンカース社（多数の会社を統括するコンツェルン）の和議

























フーゴーは危機脱却の荒療治の最終局面で、1932 年 11 月、デートマン
を JAF のトップから引き揚げ、フーゴーの個人的顧問として全ユンカー
ス社（全コンツェルン）の指導を任せた 45。そして、33 年 3 月にはフーゴー
とユンカース社は、デートマンを中心とする新経営陣のもとで破産の危機












46　Schreiben Hugos an Krupp von Bohlen und Halbach vom 2. März 1933, S.1, 























































開発した 3 発大型機 Ju 52 の新たな成功が付け加わった。それは、中断し
た研究開発を「今まで以上に断固として」追求することを促した。ルフト
ハンザ（Lufthansa）から「最近」、これまでよりも多くの単発機を受注し



























それが実現されるのは 5 月であった 54。
1933 年 1 月 30 日のヒトラー政権成立、国会解散、3 月 5 日投票までの
激しい選挙戦、その過程でのワイマール憲法の言論・出版・結社の自由の













て、その会談のためのプログラムを練っていた。1933 年 3 月 9 日にフーゴー
主催の検討会議が会社本部で開催され、その議論の到達点をデートマン 







55　Programm für Besprechung Prof. Junkers/Reichskanzler Hitler. (als 
1. Entwurf aufgestellt auf Grund der Besprechung Prof. Junkers, Fiala, v. 
Fischer, Liebelt, Dethmann am 9. 3. 33 im Hauptbüro.), DMA, JA, Juluft 0301 
T31 M05. この文書の配布者は、Prof. Junkers, v. Fischer, Dethmann の 3 名で
ある。フィッシャーは 1922‐26 年ユンカース航空宣伝部長、26‐33 年ユンカー
ス社本部でもっぱらフーゴーのために働くとともに会社広報誌を担当し、たく
さんの著書を書いた。33 年 11 月にフーゴーが追放され、彼との縁も切れると、
コッペンベルクがトップとなった新 JFA と契約を結び、部長となり、コッペン
ベルクのアシスタントになった。hugojunkers.bplaced.net/people-daa-fzz.html. 
Poturtyn［1934］, Fischer von, Südatlantikflug. Luftreise zur schwimmenden 
Insel „Westfalen“ über Spanisch=, Französisch=, Britisch=Afrika, München; 
ders.［1935］, Junkers und die Weltluftfahrt, München. 
56　「航空の大衆化」は、航空機市場の拡大の重要な方策として、世界経済
恐慌が押し寄せてくる前の段階で、フーゴー達が力を入れていたことであっ
た。Schreiben Fiala-Fernbruggs an Major a. D. Dr. Hildebrandt vom 28. 
8. 1929; Artikel Fiala-Fernbruggs, Gedanken zum Massenabsatz vonSport-



















































































































1933 年 3 月 18 日付のヤルマール・シャハト宛のフーゴーの書簡は、ラ
64　Akten-Notiz vom 13. März 1933. Betr.: Besprechung Professor Junkers/
Reichskanzler Hitler, DMA, JA, Juluft 0301 T05. この文書の配布者も、Prof. 

































フーゴーの日誌にはじめてデートマン（1896 年 12 月 3 日出生－ 1979
















66　Hugo Junkers: Notizbuch［以下、NB と略］Nr. 157, S.14112, Abschrift S.6, 
S.14118, Abschrift S.8, DMA, NL 021. フーゴーの膨大な遺稿は、ドイツ博物館




理者はフーゴーの孫ベルント Bernd Junkers）の Angelika Hofmann が電子ファ
イル化している。それを DMA の Archivarin Marlinde Schwarzenau 経由して
紹介され利用できるようになった。この大変な作業の恩恵と協力（Hilfeleistung）
なくしてこの稿は書けなかった。















ける 1929 年４月までの約 1 年半、この人事を慎重に検討していたようで
ある。フーゴーの日誌に次にデートマンに関する記載が出てくるのは、約







68　Blunck, Richard. 1895 年 2 月 19 日生まれ。
69　Drömmer, Friedrich (Peter). 16. Jan. 1889 - 22. Jan. 1968, hugojunkers.
bplaced.net/ people-daa-fzz.html. 「空とぶ人間」のデザインは今日なおユンカー
スを象徴するロゴとしてドイツ内外で認知されている。2019 年 6 月、全金属製
旅客機 F 13――世界初飛行 100 年を記念してデッサウに建てられた記念碑も、
銀色に輝く「空飛ぶ人間」像である。Denkmal für Flugpionier, Anhalt Kurier 7, 
Mitteldeutsche Zeitung, Mittwoch, 26. Juni 2019. Angelika Hofmann さん（注 66
参照）がこの新聞記事切り抜きを送って下さった。










個人的に助けることもありか」。給料は当面 600 マルク。年齢 33 だ 72。
われわれはすでに 1929 年 4 月 73 以降のデートマンの活躍ぶりを見たが、
その間、すでに 28 年 12 月 14 日の研究製品販売や国内外のパテント取得
をめぐる重要会議などに出席していることが、日誌からわかる 74。








ようになる。長男ヴェルナーが 23 年に F 13 二機で南米への売り込み旅行
に出かけた際、乗っていた F 13 が墜落し、死去していたから、次男への
71　NB, Nr. 165 S. 15097 - Abschrift S. 11-12, DMA, NL 021.
72　Ebd. 
73　デートマンは 1929 年 4 月 16 日にユンカース社の指導的人物のリストに加
えられている。Leitendes Personal der Junkers-Werke, Januar 1934, DMA, LR 
0262, S.4. フーゴーはその前日の日誌に「デートマン、就任」と記している。
NB, Nr. 174 S. 16134 - Abschrift S. 4 -, DMA, NL 021.   
74　NB, Nr. 172 S. 15931 - Abschrift S. 15-, DMA, NL 021.





30 年 3 月 17 日の日誌には、「クラウス、お前の能力は完全に認知。だが、
お前は最も重要なことを把握していない」と辛らつ 76。














は、ベルリン事務所を廃止する決断をした。31 年 12 月 7 日の日誌には、
その決断が記されている。ベルリン事務所は、「現在、コストが月 1 万マ





76　NB, Nr. 185 S. 17443 - Abschrift S.13-, DMA, NL 021. 
























紹介し、関係銀行にも挨拶させることにした 80。デートマンは 16 日、ルフ
トハンザなどへの訪問についてフーゴーに報告した 81。　
会社の金融危機を知る重役などの中には、例えばザイフェルトのように、
78　NB, Nr. 204 S. 19767 - Abschrift S.11-, DMA, NL 021.　
79　NB, Nr. 204 S. 19793 - Abschrift S. 13-14, DMA, NL 021.
80　NB, Nr. 204 S. 19725 - Abschrift S. 2-, DMA, NL 021.  





トマンに伝える人もいた 82。1932 年 1 月 1 日から始める自分も含めた会社
に残る者の給料削減も83、デートマンの重要な仕事だったということだろ

















である。3 月 28 日、息子クラウスとデートマンに、改めて、自分（1859
年 2 月 3 日生まれ）は 73 歳になった、聴力視力が落ちた、記憶力も、ま
すます悪くなったといった。「私が去らなければならないのは時間の問題
82　NB, Nr. 203 S. 19605 - Abschrift S. 2-, DMA, NL 021. 
83　1932 年 12 月 22 日。NB, Nr. 204 S. 19731 - Abschrift S.5 - , DMA, NL 021.
84　NB, Nr. 205 S. 19865 - Abschrift S. 2-, DMA, NL 021.
85　NB, Nr. 205 S. 19923 - Abschrift S. 6-, DMA, NL 021. 









書簡でみたように、33 年 3 月初めまでには、なんとか積極的な展望が見

















87　NB, Nr. 207 S. 20179 - Abschrift S. 10-, DMA, NL 021.





























89　NB, Nr. 216 S. 21201 ff. - Abschrift S. 8 -, DMA, NL 021.　
90　NB, Nr. 216 S. 21232 - Abschrift S. 13 -, DMA, NL 021.　



























92　NB, Nr. 216 S. 21225 - Abschrift S. 12 -, DMA, NL 021.


















95　Fiala-Fernbrugg, Benno. オーストリア人。1890 年 6 月 16 日生まれ、1964
年 10 月 29 日死去。1927 年から 33 年、JFA の本部勤務。三菱が全金属製ユン
カース機を導入する際にかかわった人物。1933 年 3 月にゲシュタポに逮捕され、
3 日後に釈放。帰国。Hugojunkers.bplaced.net/people-daa-fzz.html.





れを担う能力を持っていないということなのだろう。Ebd., - Abschrift S. 9 - 10.
97　NB, Nr. 210 S. 20547 - Abschrift S. 19 -, DMA, NL 021.
98　Ebd. フーゴーはすでに 1926 年 1 月 23 日の日誌で、ドレンマーのザクセン
ベルクに対する厳しい評価をメモしている。「彼は、功名心にはやり、頑固で、
オープンではない」と。NB, Nr. 130 S. 10881 - Abschrift S. 13 -, DMA, NL 021. 




















99　NB, Nr. 218 S. 21459 ff. - Abschrift S. 3 - 4, DMA, NL 021.





は KPD から除名された。1950/51 年にユーゴスラヴィアの「第三の道」を志
向したドイツ独立労働者党（Unabhängige Arbeiterpartei Deutschlands）の創
設に参加した。ただ、それは短命だった。Siegfried［2011］, Detlef, Dethmann, 
Adolf, Biographisches Lexikon für Schleswig-Holstein und Lübeck, Bd.13, S.124-
125.
101　NB, Nr. 219 S. 21581 - Abschrift S. 6 - 7, DMA, NL 021.
102　実際二人は結婚し、イタリアに行った。1935 年帰国し、デザイナーとして




























103　NB, Nr. 219 S. 21559 - Abschrift S. 4 - 5, DMA, NL 021.
104　永岑［2015］、23‐26 ページ。




















フーゴーは、死去の約 1 か月前、1935 年 1 月 1 日、「デートマンに、ふ
たたび彼の自由が与えられた」と記している。別のコミュニストとして逮
捕されたエームゼンはどうなるのだろうと疑問を呈しながら 109。
106　NB, Nr. 221 S. 21849 - Abschrift S. 8 - 9, DMA, NL 021.　




108　NB, Nr. 225 S. 22313 - Abschrift S. 5 - 6, DMA, NL 021.





















1920 年 12 月、経済学者リヒャルト・パッソウ 113 の下で学位論文を書き、
110　Siegfried［2001］. 
111　Siegfried［2011］, Detlef, Dethmann, Adolf, in: Biographisches Lexikon für 
Schleswig-Holstein und Lübeck. Band 13. Neumünster, S.121-125. Budraß［1998］
がデートマンに先駆的に言及しているが、戦争・革命・戦後危機における思想・
行動には触れておらず、Byers［2016］にも簡単な言及のみで、ジーククリート
が最も詳細である。Siegfried［2001］, S.13, Fußnote 13 によれば、デートマンの
経歴は「これまでまだ解明されていない」とある。
112　Siegfried［2011］, S.121.
113　Richard Passow. 1880 年 7 月 2 日テテロウ（メクレンブルク‐シュヴェリー































21-22 年、キール大学世界経済研究所経済国家学員外教授 (ao. Professor)。22 年、





員）118 のような人物も属していた。デートマンとドレンマーが 18 年末、初
めて知り合ったのも、ゲルラッハのところであった 119。デートマンは、世











118　Richard Sorge.1895 年 10 月 4 日 生 ま れ。1944 年 11 月 7 日 刑 死。F. W. 







120　Bernhard Harmus. 1876 年 3 月 30 日オスとフリースラント生まれ。1939 年
9 月 21 日死去。経済学者、キール大学世界経済研究所創立者。1933 年、突撃
隊による研究所員への暴力的攻撃を受け、「自発的に」辞任。https://www.uni-
kiel.de/ns-zeit/bios/harms-bernhard.shtml  




























戦時共産主義の体験とクロンシュタット蜂起とその鎮圧（1921 年 3 月）
は、KAPD 指導部の革命陶酔に冷や水をかけ、コミンテルン脱退の決定























治に別れを告げ、経済界に身を転じた。デートマンは 1922 年 9 月、オーバー
シュレージエンのコイラ製鉄所で首脳部オフィスの秘書になった。ここで
4 年ほど働き、その後の 3 年ほど、クキロール社などワイマール・モデル
ネの中心のさまざまの中産階級的諸企業で職を転々とした。そのあと、友
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フーゴーはこの情報を 33 年 9 月 21 日に入手したという。日誌 33 年 10 月 13 日、
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